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日立化成グループ・アイデンティティ

日立化成グループ・ビジョン

Hitachi Chemical 
Vision

Mission

Values

私たちは、未知の領域に踏み出すチャレンジ精神をもって、
化学を超えた「新たな価値」を創造し、

社会やお客さまの期待を超える「驚き」を実現します

企業理念

時代を拓く優れた技術と製品の
開発を通して社会に貢献すること

創業精神

“開拓者精神” “誠” “和”
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ビジョン実現に向けて

情報通信
環境・

エネルギー
ライフ

サイエンス
自動車

ＥＳＧ経営

基盤技術 事業構想力

材料技術 ﾌ゚ﾛｾｽ技術 評価技術
真のニーズを見出す力

事業を設計・構築する力
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2018中期経営計画基本方針

高機能材料を基軸に、デバイス、システム/
サービスまでグローバルに事業を展開する

化学を超えたイノベーション・プロバイダー企業

営業利益率

14%超

10年後の「ありたい姿」と成長目標

グローバル事業の強化

戦い方の変革による
トップシェア事業の育成
オープンイノベーションを
中心とした事業化の加速

経営基盤の強化

グローバル経営インフラの構築

グローバル先進クラスのコスト
構造の確立

2018中期経営計画
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重点戦略

ニッチ＆クラスター型事業構造への変革による
グローバルトップシェア事業の拡大

外部リソースを活用した「協創」により事業化を加速

外部から技術や事業基盤を獲得し、成長を加速

ニッチ＆クラスター戦略

オープンイノベーション

M&A・アライアンス
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ROIC※2

ROE

営業利益率 9.6% 11%

12%11.0%

27%
10%
10%

高機能材料

自動車部品

蓄電デバイス

30.1%
7.0%
6.0%

CO2排出量※3

女性管理職比率※4 12.0%11.6%

15%12.3%

売上収益 CAGR 7～8%

※1 売上収益から、売上原価ならびに販売費および一般管理費の額を減算した金額での比率

※2 新規連結子会社については税引後営業利益を年換算して算出

※3 対14年度売上高原単位 （グループ会社含む国内主要製造拠点） ※4 単独在籍ベース、45歳未満

96%101%

(1518年度)

2018中期経営計画目標値

16年度 17年度 18年度

6.9%

6,692億円

7.9%

96%

9.4%

7.7%

29.8%
5.8%
1.5%

5,541億円

前年度比 20.8%増

（8.5%）（9.8%）※1

前年度比 1.4%増
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5,541

売上(億円)

18年度見通し

17年度 見通し実績16年度実績

45

ライフサイエンス ほか

蓄電デバイス

高機能材料

自動車部品

3,092

1,243

1,161

6,692

18年度

3,393

1,416

1,760

7,100

3,458

1,462

1,929

251
123

営業
利益率(%)

9.6%
（9.8）※

8.3%
（9.2）

6.9%
（8.5）

※ 売上収益から、売上原価ならびに販売費および一般管理費の額を減算した金額での比率
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・Ｍ＆Ａによるグローバル基盤獲得、規模拡大

17年度の省察と18年度の注力ポイント

・実装材料クラスターで新規パッケージ提案、採用

・ニッチ製品の売上拡大（負極材、ＣＭＰスラリーほか）

１７年度の成果

・外装発泡樹脂成形品の量産拡大

・再生医療細胞培養の受託製造契約を締結

・銅フリーパッドの量産開始
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17年度の省察と18年度の注力ポイント

１７年度の反省

・モバイル機器の需要急減への対策遅れ

・原材料価格高騰への対策遅れ

・Ｍ＆Ａ会社とのシナジー効果不十分

・新製品の立上げやノンコア製品の撤退遅れによる
品種構成の悪化

・過去のカルテル行為に関する制裁金等の
費用計上（約１００億円）
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17年度の省察と18年度の注力ポイント

18年度の注力ポイント

◆ニッチ＆クラスター事業の効果刈り取り

◆新製品/新事業による利益貢献

◆新規連結子会社とのシナジー発揮による利益確保

◆グローバル生産性向上

◆グローバル経営インフラ構築

◆抜本的な製品構成変革の断行
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Ｃ
Ｍ
Ｐ

ス
ラ
リ
ー

ニッチ製品

・高精細ディスプレイ向け
ＰＡＬ－ＡＣＦ案件獲得

・ナノセリアスラリー生産能力
５倍に拡大(日本・台湾)

・供給体制を構築し、拡大する
グローバル需要取込み

・半導体デバイスの微細化を
実現するナノセリアスラリー
拡販

ニッチ＆クラスター戦略による重点事業強化

18年度施策17年度振返り

Ａ
Ｃ
Ｆ

負
極
材

機能材料セグメント

・旺盛なxEV向けの需要獲得

・重慶に評価施設を開設し、
中国内陸の需要取込み

・蘇州にインテグレーション
ラボを開設し、シェア拡大

・先端領域で競合に勝ち抜き
シェア拡大

伸び筋分野に投資し、グローバルシェア拡大

<基本方針>
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クラスター事業

・グローバル拡大をめざし、
車載用途への注力を継続

18年度施策17年度振返り

高
機
能

樹
脂

機能材料セグメント

半
導
体

実
装
材
料

・伸び筋の車載用途へ注力し、
売上拡大

・顧客/材料/装置メーカーとの
協創加速継続

・オープンラボ戦略を活用した
新規パッケージの提案、採用

・Packaging Solution Center
移転、強化

・ジョホールに樹脂製品開発
センターを開設し、アジアの
需要取込み強化

・顧客/材料/装置メーカーとの
協創加速

注力分野で総合力を発揮し、規模拡大
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 今後の伸び筋分野（ＡＩ、ＡＤＡＳ、５Ｇなど）に対応した
製品の新工場を最大需要地の台湾に建設

■QDフィルム次世代ディスプレイ（4Ｋ、8Ｋ）に採用

• QD（量子ドット）による波長変換、ディスプレイの色再現性向上
• 環境負荷物質を削減

新製品/新事業による利益貢献

機能材料セグメント

■銅張積層板 新工場建設決定

• 総投資額約75億円
• 2020年４月稼働開始予定
• 生産能力：12万㎡/月

 高精彩化と環境負荷低減の両立が市場ニーズにマッチ
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グローバルトップサプライヤーになるための基盤強化

先端部品・システムセグメント ～自動車部材～

・タイにデザインセンター開設、
現地で新規案件獲得

・環境規制対応ニーズを受け
断熱材を国内拡販

<基本方針>

・外装発泡樹脂成形品の
量産拡大

18年度施策17年度振返り

成
形
品

粉
末
冶
金

M
&

A ・独ＩＳＯＬＩＴＥ社連結子会社化

・軽量化ニーズへの対応継続
・18年度案件の確実な立上げ

・米国自動車メーカー向け
銅フリーパッドの量産開始

・銅フリーニーズへの対応継続摩
擦
材 ・18年度案件の確実な立上げ

グローバル展開のさらなる加速
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・価格適正化とモノづくり改善
によるTSB※１、FET※２利益率
向上

・価格転嫁率の向上と回収時期
ズレを低減する施策の実行

・原材料価格に左右されない
事業基盤の構築推進
（鉛の価格転嫁率 80％(国内)）

18年度施策17年度振返り

先端部品・システムセグメント ～蓄電システム～

規模拡大によるグローバル市場での地位確立

・M&Aにより欧州・アジアで
規模拡大

・個社の収益改善に終始し、
シナジー効果不十分

・モノづくり見直しによる
生産性向上

<基本方針>

シナジー効果発揮による利益確保

※1 TSB: Thai Storage Battery Public Company Limited 

※2 FET: FIAMM Energy Technology S.p.A.
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18年度施策17年度振返り

先端部品・システムセグメント～蓄電システム～

自
動
車

産
業
用

・移動体・UPS※2/通信分野
の売上拡大

・ASEAN、欧州の商流/
ブランド獲得
海外売上比率 60％超

・TSB：価格適正化と、国内の
モノづくり技術展開

・FET：国内ISS※1技術供与
による欧州シェア拡大

・グローバル供給体制の強化

・監視システムによる
メンテナンスサービスへ

・電池の状態(電流、電圧、温度等)
監視システム立上げ

自動車用電池：拠点拡充によるグローバル需要の獲得

産業用電池：伸び筋分野の需要獲得

※1 ISS: Idling Stop System     ※2 UPS: Uninterruptible Power Supply
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先端部品・システムセグメント ～ライフサイエンス～

協和メデックスの連結子会社化（18年1月より）

診断薬・装置：事業基盤の確立

・製品ラインナップ強化、専門人員増強
・拠点、販売網の相互活用

日立化成

がん心臓病 感染症感染症

がん

アレルギー

高脂血症

HbA1c※

糖尿病 腎臓病

協和メデックス

遺伝子

免疫

生化学

リソースを相互補完し事業拡大を推進
※ HbA1c: ヘモグロビンA1ｃ



© Hitachi Chemical Co., Ltd. 2018. All rights reserved. 21

・横浜の受託製造拠点が18年4月に稼働
・国内で受託製造契約を締結

サンバイオ(18年2月)、第一三共(18年3月)

・日立グループの総合力で事業推進

再生医療：事業の立上げ

再生医療細胞培養事業が国内で始動、推進

先端部品・システムセグメント ～ライフサイエンス～

採血 単離・精製 遺伝子導入 拡大培養 点滴

患者 患者

ターゲット細胞

再生医療用細胞製造プロセス

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjA0NOgtIXKAhUEIKYKHbcQCa8QjRwIBQ&url=http://www.chaao.or.jp/?wpdmact=process&did=NDcuaG90bGluaw==&psig=AFQjCNFvMgvosSEew3J110H_7AG7BNq6Lg&ust=1451627436164523
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16年度実績 1７年度実績 18年度計画

・Packaging Solution Center拡張移転
・ナノセリアスラリー生産能力増強
・間接業務の働き方改革(IT投資等)

設備投資計画
前中計の1.5倍を目安に成長分野へ投資

ライフサイエンス
その他
蓄電デバイス

自動車部品

機能材料

投資額(億円)

600

399

<基本方針>

１６年度 実績 １７年度 実績 １８年度 計画

成長分野とコスト構造改善への投資を加速

426
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経営基盤の強化

17年度：IoTシステムを活用した自動車用電池の在庫適正化

グローバル生産性向上
IoT/AIを活用し、最先端のモノづくりを推進

意思決定の迅速化・ガバナンス強化の推進
グローバル経営インフラ構築

18年度：AIを活用した生産工程の一部自動化

17年度：北米地域での地域統括機能を構築
18年度：中華圏、アセアン地域への展開促進

グローバル化に対応した施策の加速
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ＥＳＧ経営の進捗 ： 環境（Ｅ）

■全社でＣＯ２排出量の削減

17年度実績

更なる省エネ活動強化
・省エネ委員会の活動継続
・営業・事業所それぞれの活動活性化
・「ＣＯ２ =コスト」のマインド浸透
・「カーボンマネジメント」の海外展開

原単位悪化拠点への省エネ対策に注力
・省エネ委員会の活動活性化
・地道な「カーボンマネジメント」を推進

96％※

18年度施策

※ 対14年度売上高原単位 （グループ会社含む国内主要製造拠点）
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ＥＳＧ経営の進捗 ： 社会（Ｓ）

■女性活躍の促進

・管理職候補の確保、育成
・女性の活躍のための環境づくり
在宅勤務、裁量労働等、柔軟な働き方のさらなる促進
意識、行動改革に関する研修継続

・管理職候補の確保、育成の加速
・女性の活躍のための環境づくりのさらなる加速
意識、行動改革に関する研修機会の増加

7.9％※

17年度実績

18年度施策

※ 単独在籍ベース、45歳未満
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ＥＳＧ経営の進捗 ： ガバナンス（Ｇ）

オフサイト
ミーティング実施

取締役会の実効性評価

17年度実績 18年度施策

取締役会による次期
後継者選定・育成

■実効性評価に基づくコーポレートガバナンスの強化

独立社外取締役等による
グループ会社監査

全取締役、全執行役が
参加するミーティング
初開催

選定・育成プロセス
の運用開始

国内外事業拠点の
訪問・実査継続実施

社外取締役を中心に
インタビュー実施

継続実施

次期中計に関する
ミーティング実施

実効性評価の
結果に基づき、
ブラッシュアップ

■カルテルの再発防止に向けた
コンプライアンス体制の強化と教育の徹底
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2021中期経営計画の考え方

・人工知能/デジタル化/自動運転
による市場構造変化
・ICT発展による業界を越えた連携
(ビジネスエコシステム)

・「Society 5.0」の実現
(必要なもの/ことを、必要な時に、
必要なだけ提供する)

・グローバルでSDGsを推進、
サステナブル社会実現へ加速

■サステナブル環境実現

・燃費のさらなる向上
・EV化
・環境負荷低減
(温暖化ガス/汚染物質削減、
再生可能エネルギー)

■QOLの向上

・自動運転/ADASの進展
・IoT、AI利用拡大
・高速通信(5G)導入
・予防/先端医療の進展

外部環境変化 当社への影響

「サステナブル環境実現」と「QOL向上」が加速
「EV化」、「自動運転/ADAS」が想定以上に進展
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■サステナブル環境実現への貢献

環境負荷
低減

燃費の
さらなる向上

環境変化 求められる特性課題 当社技術/製品

再生可能
エネルギー拡大

エネルギー
マネジメントシステム

負極材
電解質

断熱材

パワー半導体材料

樹脂成形

軽量金属
軽量化

エネルギー利用効率
の向上

蓄電池の
性能向上

EV化

安全性、
航続距離延長

熱マネジメント

電子制御

接着材

2021中期経営計画の考え方
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医療の
質向上

環境変化 求められる特性課題

予防医療の
強化

細胞培養

病理診断の
高度化

自動運転
ADAS

高速通信(5G)

IoT、AI
利用拡大 大容量

ストレージ

遺伝子診断

■QOL向上に貢献

細胞の安定供給再生医療の
拡大

実装
材料技術

当社技術/製品

実装
プロセス技術

センサー多様化

2021中期経営計画の考え方

次世代半導体、
ディスプレイ
実装材料
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5,541

売上(億円)

18年度見通し

17年度 見通し実績16年度実績

45

ライフサイエンス ほか

蓄電デバイス

高機能材料

自動車部品

3,092

1,243

1,161

6,692

18年度

3,393

1,416

1,760

7,100

3,458

1,462

1,929

251
123

営業
利益率(%)

9.6%
（9.8）※

8.3%
（9.2）

6.9%
（8.5）

※ 売上収益から、売上原価ならびに販売費および一般管理費の額を減算した金額での比率
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配当

配当性向(％)

17年度 ５円増配
33

36

50
55

2014 2015 2016 2017

6055
50

36

一株あたり配当金(円)

27
29

34

14年度 15年度 16年度 17年度

30％程度を目安とした安定配当方針を継続



本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現時点で入手
可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因に

よって異なる結果となる可能性があります。
本資料を無断で転載、二次利用することをお断りいたします。
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